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研究成果の概要（和文）：精神障害者の家族ピア教育プログラムが開発され、効果が明らかになっている。家族支援の
社会資源が限られている本邦においてこのプログラムをより多く普及させることが重要である。本研究では、質担保に
必要なフィデリティ尺度の開発、プログラム実施主体の家族会組織への効果評価、普及の促進・阻害要因の検討などを
行った。その結果、効果的な普及システムの発展に寄与した。

研究成果の概要（英文）：The family peer-education program for family members of persons with mental 
disorders has been developed and its effectiveness has been examined. In Japan where support resources 
are limited for family members, the program is needed to disseminate nationwide. Our reserch project was 
conducted development of fidelity scale, effectiveness evaluation for family groups by complementation of 
the program, examination of factors of promotion and inhibition for dissemination of the program. The 
project has contributed to development of dissemination system of the effective program.

研究分野： 公衆衛生看護

キーワード： 精神保健　プログラム評価
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
精神障害者の家族ピア教育プログラム「家

族による家族学習会」が開発され、効果が明
らかになっている。家族支援の社会資源が限
られている本邦においてこのプログラムを
より多く普及させることが重要である。 
２．研究の目的 
 本研究では、「家族による家族学習会」が
もらたすプログラム実施主体の家族会への
波及効果、および、プログラムのシステム評
価を行うことを目的とする。 
３．研究の方法 
１）プログラム採用の関連要因の検討 
 プログラムを実施した家族会へのインタ
ビュー調査を実施した。ケーススタディを行
い、プログラム採用の要因を検討した。その
後、プログラム未実施の家族会を対象とした
自記式アンケート調査を行い、採用に関連す
る要因を検討した。 
２）プログラム継続の関連要因の検討 
 プログラム実施の家族会を対象として自
記式アンケート調査を行い、継続実施に関連
する要因を検討した。 
３）家族会への波及効果の検討 
 プログラムを実施したことのある家族会
に自記式アンケート調査を行い、組織発展に
関わる項目から組織発展に寄与するか否か
を検討した。 
４）グループ機能尺度の開発 
 プログラムを実施したところに実施後、参
加者および担当者に自記式アンケート調査
を行い、プログラム実施中にグループがどの
ような治療的効果をもっていたかを尺度を
用 い て 検 討 し た 。 Therapeutic Factors 
Inventory-19 の日本語版を開発した。 
５）プログラムフィデリティ尺度の開発 
 プログラムの質を担保できているかを評
価するフィデリティ尺度を開発し、プログラ
ム実施か所を訪問したアドバイザーが評価
し、参加者や担当者のアウトカムとの関連を
検討した。 
６）新規プログラムの予備評価 
 プログラムの普及戦略に伴い、新たに精神
科病院でプログラムを試行的に実施するこ
とになった。その採用のプロセスと試行的実
施のプロセスを評価した。 
 
４．研究成果 
１）プログラム採用の関連要因の検討 
①ケーススタディ 
プログラムの普及に関連する要因を明ら

かにし，普及戦略に役立てることを目的とし
た。ヘルスケア提供組織におけるイノベーシ
ョン普及の理論枠組みを基盤としたケース
スタディである。この枠組みは，個人と組織
によるイノベーションの採用・継続プロセス
について外的環境を含めて捉える。プログラ
ムを採用した家族会 3 か所に所属する家族
15 人のインタビューデータを分析した。この
インタビューでは，家族の背景，プログラム

採用の経緯，実施の経験が質問された。イン
タビューデータの逐語録から普及の理論枠
組みに沿って記述部分を抜き出し，枠組みの
要素ごとに分類し，3 か所の採用・継続プロ
セスを比較した。その結果、プログラムの採
用には，精神障がい者家族会の会員減少・高
齢化・方針転換の必要性といった危機感，そ
れらの問題をプログラムが解決するだろう
という予測，および，家族会を存続・変化さ
せたいという強い意思が影響していた。プロ
グラムに協力的な家族の存在と資金の確保
がプログラムを採用するためには必要であ
り，関係機関職員からのサポートが採用の後
押しとなっていた。参加者集めの困難といっ
た継続の難しさがあったが，期待した効果が
得られた事実を知り，参加者からの肯定的フ
ィードバックを得ることでプログラムの継
続につながっていた。精神障がい者家族会へ
のプログラム波及効果を説明することや，関
係機関職員に助言，資金面の支援，参加者集
めについて協力を求めることが今後の普及
に有効であると考えられた。 
②アンケート調査 
プログラムを実施していない家族会を対

象として、家族学習会の採用に関連する要因
を明らかにすることを目的とした。 
精神障がい者家族会連合会 12 か所と加盟

する単位家族会を対象に、2013 年 6～9 月に
郵送で質問紙調査を実施した。分析枠組みは、
ヘルスケア組織におけるプログラム普及の
理論枠組みを適用し、プログラムの採用プロ
セスを 2段階に分けた。第一段階のプログラ
ムを把握する段階では、把握レベル（家族会
で把握あり／家族会で把握なし）の 2群、第
二段階のプログラムの採用意思を決める段
階では、実施予定（実施予定あり・検討／実
施予定なし）の2群をそれぞれ従属変数とし、
2 群間で比較した。プログラムを把握した段
階については、多重ロジスティック回帰分析
を行い、検討した。その結果、10 の精神障が
い者家族会連合会から協力が得られた。加盟
家族会のうち、家族学習会を実施したことの
ない177か所の家族会に調査票を送付し、110
か所から回答を得た（回収率 62.1％）。プロ
グラムを把握する段階では、家族会所在市町
村の人口が 10 万人以上であり(OR=5.53, 
95％CI;1.93-15.89)、周囲にプログラムを積
極的に勧める人がいて (OR=5.22, 95 ％
CI;1.46-18.69)、連合会からプログラムのこ
とを知った(OR=3.41, 95%CI;1.27-9.17)家族
会ほど、プログラムを家族会で把握していた。
プログラムの採用意思を決める段階では、プ
ログラムを家族会で把握していた 39 か所を
分析した。プログラムを実施予定・検討中の
家族会は、実施予定なしの家族会と比較して、
役員数が多く、プログラム実施に必要なマン
パワーがあり、意欲的な会員がいると思って
いる家族会が有意に多かった。また、実施予
定・検討中の家族会は、プログラムの難し
さ・リスク・労力といったプログラムの実施



負担が少ないと思っており、プログラムを実
施することで会員増や相互支援が進むこと
につながると思っている家族会が有意に多
く、プログラムが家族会や会員の関心と合致
しており、周囲にプログラム実施に反対する
人がいないと思っている家族会が有意に多
かった。本プログラムを知ってもらうために
は、影響力の大きい人との協力と連合会を通
した情報発信が有効であり、プログラムを採
用してもらうためには、複数の家族会での合
同実施、及び、家族会に未入会の家族を対象
に実施する方法が有効である。 
２）プログラム継続の関連要因の検討 
すでにプログラムを実施したことのある

家族会を対象として、プログラムの継続意向
に関連する要因を明らかにすることを目的
とした。プログラム開発時の 2007 年度から
2012 年度に家族学習会を実施した家族会 59
か所を対象とし、自記式質問紙を送付し、郵
送で回収した。分析枠組みは、ヘルスケア提
供組織におけるイノベーション普及の理論
枠組みを用いた。プログラムの継続意向を定
期実施意向あり群と定期実施意向なし群の 2
群にわけて従属変数とし、家族会のシステム
の素地、準備性、プログラムを実施した結果
との関連をみた。その結果、56 か所の家族会
から回答を得た。プログラムの継続意向を従
属変数とした多重ロジスティック回帰分析
では、プログラムの採用動機が新目標である
こと（OR=7.11, p=0.005）、財源(OR=1.98, 
p=0.035)が有意な関連を示した。家族会は、
小規模作業所の運営という目標を失くし、新
しい目標として家族の相互支援や学習を求
めている。本プログラム内容は、その新しい
目標と合致している。また、プログラムの継
続意向に財源の確保が関連していた。今後は、
家族会が行政などに補助金や助成金を申請
する際に活用できるツールを提供すること
を含め、財政面を確保する取組みが必要であ
る。 
３）家族会への波及効果の検討 
精神障がい者家族会未入会の家族を含め

た会員外実施という点に焦点を当て、家族会
の組織発展への影響を明らかにする。自記式
質問紙を用いた横断研究とした。プログラム
を 2012 年度までに実施した全国の家族会 59
か所に質問紙を郵送した。プログラム実施回
数及びプログラムの会員外実施回数の2変数
を独立変数、家族会の組織発展（客観的指標
と主観的指標）を従属変数とし、重回帰分析
で関連をみた。その結果、回答があった 56
か所のうち、42 か所は会員外実施をしたこと
があった。参加者 793 人のうち、300 人
（37.8％）が家族会未入会の家族であり、155
人（51.7%）がプログラム参加後に家族会に
入会していた。会員外実施コース数が多いほ
どプログラムからの入会者数が多く、プログ
ラムによって会員数・新しい会員・若い会員
が増加したと評価していた。家族ピア教育プ
ログラムは、家族会の組織発展につながるプ

ログラムだと考えられた。 
４）グループ機能尺度の開発 
Therapeutic factors are crucial 

mechanisms that promote change in 
self-help group members. Measuring 
therapeutic factors may improve 
practitioners’ skills for assessment in 
whole-group contexts. We, therefore, 
examined the validity and reliability of 
a Japanese version of the Therapeutic 
Factors Inventory-19. The Therapeutic 
Factors Inventory-19 was examined using a 
self-report questionnaire completed by 
members of 38 family peer education 
self-help groups. The instrument measured 
the following four factors: instillation 
of hope, secure emotional expression, 
awareness of relational impact, and social 
learning. Participants were 246 group 
members. Test–retest reliability was 
analyzed using data from 46 participants. 
Confirmatory factor analysis showed a GFI 
of 0.85 and an RMSEA of 0.0088. Multitrait 
scaling analyses showed that items for 
instillation of hope and secure emotional 
expression factors correlated higher with 
their own factors than other factors. Each 
factor and the total average of the 19 
items were significantly correlated with 
the Group Benefit Scale and Client 
Satisfaction Questionnaire. When level of 
interaction with other members was higher, 
subjects perceived a stronger presence of 
therapeutic factors. The intraclass 
correlation coefficients of each factor at 
a week interval were 0.848–0.915. The 
Cronbach’s alpha of each factor and all 
items ranged from 0.767 to 0.960. In the 
case of family peer education self-help 
groups, there is acceptable validity and 
reliability for the average score of all 
items, and for the instillation of hope and 
secure emotional expression factors. 
However, more work is needed to increase 
the generalizability. 
５）プログラムフィデリティ尺度の開発 
プログラム遷移を防止し、提供されるプロ

グラムの質を担保するために、効果的援助要
素を包含したフィデリティ尺度を開発する
ことを目的とした。まずフィデリティ項目案
を作成した。次に、プログラム実施場所でマ
ニュアルに忠実に実施できるよう支援・助言
するアドバイザー72 名を対象として、2013
年 6～7 月に自記式質問紙調査を行い、フィ
デリティ項目案の必要度や意見を把握して
フィデリティ項目を作成した。2013 年度はア
ドバイザーがプログラムの第1回目に実施場
所を訪問し、フィデリティ項目を採点した。
2013 年 10 月から年度内にプログラムを終了
した 38 か所でプログラム最終回に自記式質



問紙調査を行った。アウトカム指標は Client 
Satisfaction Questionnaire 8 項目版、Group 
Benefit Scale 、 Therapeutic Factors 
Inventory-19 を用いた。フィデリティ項目の
回答分布、項目間の相関、アウトカム指標と
の関連を検討した。その結果、フィデリティ
項目案は、実施回数や実施時間などの基本的
構造（9 項目）とグループ進行に関連するプ
ロセス（21 項目）の 2 ドメインで構成した。
アドバイザーを対象とした調査は 47 名から
有効回答を得て、基本的構造(8 項目)とプロ
セス（5サブドメイン 20 項目）で構成するフ
ィデリティ項目を作成した。アドバイザーか
ら提出された 36 か所のフィデリティ項目の
点数を分析し、プロセス項目間で Spearman
相関係数が0.5以上の項目を集めてサブドメ
インとした。サブドメインは、全体の発言を
重視した「全体で話し合う進行」、同じ家族
による「ピアのおもてなし」、対等な発言を
重視した「ピアグループの進行」、参加者の
肯定的側面に着目した「肯定的フィードバッ
ク」の 4つだった。収束的・弁別的相関係数
による尺度化成功率は 100％だった。 
プログラムの最終回にいた 386 名のうち 283
名からアウトカム指標に関する質問紙が返
送された。フィデリティ項目のうち、基本的
構造8項目全てがいずれかのアウトカム指標
と p<0.1 の関連を示した。プロセスのサブド
メインのうち「肯定的フィードバック」以外
はいずれかのアウトカム指標とp<0.1の関連
がみられた。基本的構造（8 項目）とプロセ
ス（4 サブドメイン）の 2 つのドメインで構
成するフィデリティ尺度を開発した。尺度は
一定程度の妥当性が確認された。本尺度を活
用することによってプログラム遷移を防ぎ、
一定の質を担保したプログラムの提供に役
立つと考えられる。 
６）新規プログラムの予備評価 
「家族による家族学習会」を精神科病院で

実施することで，プログラムを運営・進行す
る担当家族と病院の精神保健福祉士（PSW）
に何をもたらしたのかを明らかにすること
を目的とした。病院 2か所のプログラム担当
PSW と担当家族にインタビューを行い，逐語
録を質的記述的に分析した。その結果，プロ
グラムの実施は，家族の【社会変革の意識】
を育んでいた。PSW はプログラムの見学参加
を通して，《家族理解の深まり》から《家族
支援の課題とジレンマ》を感じ，【PSW として
成長】していた。互いに《関係性の難しさ》
を認識するも，PSW は《新しい関係性の新鮮
さ》を感じ，家族は《一緒に取り組む関係性》
を希望した。両者の関係性は，家族と PSW に
とって新しい関係性と捉えられていた。この
関係性はパートナーシップであると考えら
れた。 
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